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（ＫＤＤＩ）プレゼンテーションについての追加質問に対する回答 
○Ｐ５ 多様なサービスの提供（コンシューマ向け） 

Ｑ１：「水平分業モデルでコンシューマ向けサービスを提供する企業が、プラットフォームを利用する際の

条件」として、具体的にどのような事項の整備が必要とお考えでしょうか。現時点でお考えがあれば

ご教示ください。 

Ａ１：具体的な事項については、お客様のニーズや独自ブランドでのビジネス展開を希望する企業

からのご要望を伺いながら検討していきたいと思いますが、お客様が、安定的に、且つ安心

してサービスを利用できるよう、例えばネットワークに負荷を与えない運用を行うための仕

組みや違法なコンテンツの流通を排除する仕組み、更には不具合が発生した際に各企業が負

うべき責任の範囲等について整理する必要があると考えます。 

○Ｐ１１ 今後に向けた課題 

Ｑ２：責任分担の問題について、固定系では既に水平分業モデルでビジネスが展開されていますが、移動体

特有の問題として、どのような点が重要とお考えでしょうか。 

Ａ２：移動体については、お客様ごとに物理的なアクセス回線が割り当てられる固定系とは異なり、

限られた無線リソースを複数のお客様で共有する特性があります。そのため、移動体におい

て水平分業モデルでビジネスを展開するにあたっては、特定のお客様が利用するサービスが

無線リソースを占有するなどして、他のお客様が安定的にサービスを利用できなくなること

のないよう、サービスを提供する企業相互間のルールや共通認識を確立しておくことが重要

であると考えます。 

また、端末が無線局としてネットワークの一部を構成し、通信を制御する役割を担っている

点も、移動体の特徴です。そのため、水平分業モデルにおいても、ネットワークを提供する

企業と端末を提供する企業が十分に連携してビジネスを展開することが重要になります。 
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（三井物産）プレゼンテーションに関する追加資料（海外でのプラットフォームサービス「ボンジョルノ」について） 

 



 
 


